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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―
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白馬高校レポートチャンネル………………………… 20

はくば
広報

しろうま保育園卒園式
令和7年３月21日（金曜日）にしろうま保育園卒園式が行われました。
すみれ組、あじさい組28名の園児が丸山村長から卒園証書を受け取り、しろうま保育
園を卒園しました。4月からは小学校へ入学し、新しい生活が始まります。

※広報はくばでは毎月表紙写真を公募しています。※時節に合わない等により採用できない場合もありますが、御了承ください。
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令
和
7
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

【
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
】

　
令
和
7
年
度
予
算
が
３
月
議
会
で
成
立
し
ま
し
た

の
で
、概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
も
、「
白
馬
村
第
５
次
総
合
計
画
」の

基
本
理
念「
白
馬
の
豊
か
さ
と
は
何
か
〜
多
様
で
あ

る
こ
と
か
ら
交
流
し
学
び
あ
い
成
長
す
る
村
〜
」の

実
現
を
目
指
し
、村
政
運
営
の
基
本
で
あ
る
後
期
計

画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
に
合
致
し
た
事
業
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
、「
防
災
・
減
災
の
村
づ
く
り
」「
気

候
変
動・環
境
対
策
」「
移
住・定
住
の
推
進
」「
子
育
て

支
援（
少
子
化
対
策
）の
推
進
」「
農
林
業
の
振
興
」

「『
世
界
水
準
』と『
持
続
可
能
性
』を
意
識
し
た
観
光

の
村
づ
く
り
の
推
進
」の
６
項
目
を
重
点
的
か
つ
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し
て
全
庁
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、子
育
て
支
援
施
設
設
計
業
務
な
ど
の

大
型
事
業
の
ほ
か
、人
件
費
は
33
年
ぶ
り
の
高
水
準

で
の
引
上
げ
や
、自
治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
事
業
な

ど
の
増
加
に
よ
り
、当
初
予
算
規
模
は
70
億
９
，０
０

０
万
円（
前
年
度
比
３
億
8
，4
0
0
万
円
の
増
）で
、

大
型
規
模
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。令
和
８
年
度
も

歳
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、い
か
に
し
て
、更
な
る
行

財
政
運
営
の
健
全
化
を
達
成
し
て
い
く
か
は
、職
員

全
員
で
常
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
村
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
よ
り
良
い
行
財

政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
理

解
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

白
馬
村
長
　
丸
　
山
　
俊
　
郎

村税 1,594村税 1,594

地方交付税 2,344地方交付税 2,344

県支出金 384県支出金 384

国庫支出金 527国庫支出金 527

繰入金 541繰入金 541

村債 426村債 426

その他 1,274その他 1,274

総務費 1,551総務費 1,551

民生費 1,538民生費 1,538

衛生費 544衛生費 544

農林業費 302農林業費 302

観光商工費 329観光商工費 329

土木費 871土木費 871

消防費 288消防費 288

教育費 591教育費 591

公債費 703公債費 703
その他 295その他 295 議会費 78議会費 78

令和7年度　白馬村一般会計予算　
　歳入歳出70億9,000万円（前年度比3億8,400万円（5.7％）増）

歳入 （単位：百万円）歳出 （単位：百万円）

歳入の主な項目　100万円未満切り捨て
歳入項目 予算額 対前年比 主な内容

村 税 15億9,400万円 11.1％
・�個人住民税：3億3,600万円（+6,900万円（定額減税による影響がな
くなったことによる。））
・固定資産税：9億8,000万円（+5,400万円）

地 方 消 費
税 交 付 金 2億3,500万円 △ 2.1％ 消費税引上げ分の交付金（社会保障財源化分）1億2,000万円は保健予

防事業などの社会保障施策に全額充当しています。

地方交付税 23億4,400万円 5.6％
国の地方財政計画や過去の交付実績などから算出しています。
・普通交付税：19億1,600万円（+9,500万円）
・特別交付税：4億2,800万円（+2,900万円）

国庫支出金 5億2,700万円 △ 9.0％
・デジタル基盤改革支援補助金：1億1,500万円
・障害者自立支援給付負担金：9,500万円
・児童手当国庫交付金：6,300万円　　　　　　　　など

県 支 出 金 3億8,400万円 13.1％
・ジャンプ競技場管理委託金：4,900万円
・多面的機能支払交付金：2,500万円
・子どものための教育・保育給付県費交付金：2,400万円　　など

繰 入 金 5億4,100万円 △ 20.8％
・財政調整基金繰入金：1億1,500万円
・ふるさと白馬村を応援する基金繰入金：3億5,000万円　　
・企業版ふるさと白馬村を応援する基金繰入金：5,000万円　　など

村 債 4億2,600万円 46.0％ ・緊急防災・減災事業債：1億500万円　
・緊急自然災害防止対策事業債：1億7,400万円　　など
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令和7年度　白馬村一般会計予算　
　歳入歳出70億9,000万円（前年度比3億8,400万円（5.7％）増）

歳入 （単位：百万円）歳出 （単位：百万円）

歳出の主な項目（目的別）　100万円未満切り捨て
歳出目的別項目 予算額 対前年比 主な内容

議 会 費 7,800万円 4.1％ 議員報酬、議会運営などの経費です。

総 務 費 15億5,100万円 33.8％
全般的な管理事務、企画、環境、徴税、戸籍、選挙、五輪施設維持管理などに係る経
費です。
・移住・交流・集落支援事業：6,700万円
・電算事業：1億8,700万円　　など

民 生 費 15億3,800万円 15.8％
老人福祉、児童福祉、障害者福祉、保育所、介護保険、福祉医療などに係る経費で
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・子育て支援施設建設事業：4,200万円
・はくばっ子応援交付金事業：200万円　　など

衛 生 費 5億4,400万円 4.4％
衛生、検診等保健予防、ごみ処理、し尿処理などに係る経費です。
・北アルプス広域連合負担金（塵芥処理事業）：2億400万円
・佐野坂公衆トイレ改修工事（公衆トイレ管理事業）：1,600万円　　など

農林業費 3億200万円 △ 2.4％
農業振興、農業委員会、土地改良、林業振興、地籍調査などに係る経費です。
・農業機械等導入等支援補助金（農業振興事業）：500万円
・有害鳥獣駆除委託料（有害鳥獣被害対策事業）：200万円　　など

観 光 商
工 費

3億2,900万円 5.9％
観光振興、商工振興に係る経費です。
・観光地経営ビジョン策定業務（21観光戦略事業）：400万円
・�ふれAI号等公共交通事業　5,900万円　　など

土 木 費 8億7,100万円 5.6％
道路関係（新設改良・維持補修）、除雪経費、下水道事業への繰出金などです。
・村道維持補修事業：3,500万円
・景観パトロール委託料（都市計画事業）：100万円　　など

消 防 費 2億8,800万円 23.9％
消防団、常備消防、防災事業に係る経費です。
・消防ポンプ車購入（非常備消防事業）：2,800万円
・長野県衛星系防災行政無線設備更新工事（防災事業）：2,200万円　　など

教 育 費 5億9,100万円 △ 2.2％
小・中学校、社会教育、社会体育、教育委員会に係る経費です。
・北小学校校内放送機器更新工事（学校環境整備事業）：290万円
・スクールバス運行事業：4,100万円　　など

公 債 費 7億300万円 △ 22.5％ 過去に借入した資金（起債）の償還金（元金+利子）です。
（前年度に繰上償還を行ったため減）

歳出の主な項目（性質別）　100万円未満切り捨て
歳出性質別項目 予算額 対前年比 主な内容

人 件 費 11億9,000万円 7.8％ 職員に対する報酬、給料、手当などです。

物 件 費 15億9,300万円 30.6％
消耗品費、光熱水費、委託料、備品購入費など消費的支出です。
・ふるさと納税返礼品業務委託料：2億1,800万円
・自治体システム標準化委託料：1億4,700万円　　など

維持補修費 3億4,600万円 16.1％
公共施設の補修、除雪費などの経費です。
・除雪委託料：2億5,100万円
・白馬ジャンプ競技場の修繕費：1,000万円　　など

扶 助 費 4億4,700万円 11.4％
児童、高齢者、障がい者等への扶助的経費です。
・児童手当：1億5,800万円
・自立支援給付費：1億8,900万円　　など

補助費等 15億6,300万円 4.9％
各種補助金、負担金です。
・白馬山麓事務組合等負担金：1億7,200万円
・私立幼稚園運営補助金：300万円　　など

普通建設事業費 5億1,000万円 15.3％
道路、農地、学校、スポーツ文化施設などの公共用施設の新増設などの建設事業
に係る投資的経費です。
・ウイング21改修工事：4,600万円　　
・保健福祉ふれあいセンター空調設備工事：1,000万円



　令和７年度の特色ある事業を抜粋しました。単位は 100 万円未満を切り捨てています。いただいたご要望はすべて事業化し
たいところですが、限りある予算ですので、より効果があがるように創意工夫のうえ予算計上をしています。

令和7年度の主な事業

令和７年度　国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計令和７年度　国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計
◆国民健康保険事業　11億3,510万円
　前年度に比べ5,500万円の増額となります。国保税率は令和9
年までに医療圏単位への平準化を行うため改定を行っています。
白馬村の令和5年度の一人当たり医療費は30万2,618円で77
市町村中73位となっています。皆様の保険料負担をできるだけ減
らすためにも、医療費の伸びの抑制が求められます。
　保健事業実施計画（データヘルス計画）等により保健事業を推進
します。村民の皆様にも下記を参考に医療費適正化のご協力何卒
よろしくお願いします。
　保健事業では、引き続き特定健診と特定保健指導、若年健診
（30歳代対象）を実施し、被保険者の皆さんの健康管理をお手伝
いします。今年度も、休日の健診日も設けています。昨年に引き続
き、心電図検査と眼底検査を無料で行いますので、年に1度の大切
な健康チェックの機会としてぜひ受診くださるようお願いします。
＜医療費の負担を減らすポイント＞
①健康診査を必ず受けましょう。
　健診を受けて疾病の予防に努めること、無症状で悪化する疾病
を早期発見できることにより、重症化による入院等の予防ができ治
療費の負担が少なくすみます。
②かかりつけ医を持ちましょう。
　日頃から、自分や家族の病気の治療や相談に応じてもらえる「か
かりつけ医」を持ちましょう。紹介状なしで大きな病院を受診すると
費用が余計にかかってしまいます。
③診療時間内に受診しましょう。
　休日や夜間など時間外の医療費は通常よりも高く設定されてい
ます。緊急時以外は、平日の診療時間内に受診しましょう。
④重複受診は避けましょう。
　同じ病気で複数の医療機関にかかってしまうことは、医療費の増
加の原因となります。
⑤薬は正しく使いましょう。
　自己判断で服薬を中断したり、飲み忘れたりしてしまうと薬が無

●非常備消防事業：6,900万円
　【防災・減災の村づくり】
　気候変動等により全国各地で災害が激甚化・頻発化している
昨今、住民や観光客が安心して暮らし、滞在できるよう、強靭な
村づくりと防災・減災のための体制づくりを強化します。消防ポ
ンプ車の更新などを行います。

●地球温暖化対策事業：4,000万円
　【気候変動・環境対策】　　
　「白馬村気候非常事態宣言」「白馬村ゼロカーボンシティ宣言」
や「白馬村ゼロカーボンロードマップ」に則り、環境と共生しながら
環境変化にも対応した社会づくりを推進するため、公共施設への
再エネ設備導入などを進めます。

●移住・交流・集落支援事業：6,700万円
　【移住・定住の推進】
　村内に存する空き家・空き地を有効活用することにより、移住希
望者にとって不足している村内の家屋を移住希望者につなげる
ことや、この地に定住を希望する者への住宅建設に繋がるよう、
関係人口創出事業やデジタル地域通貨の導入など各種政策を
進めます。

●子育て支援施設建設事業：4,200万円
　【子育て支援（少子化対策）の推進】　
　緊急の課題である人口減少に備え、子育て世代が定住し、子ど
もを安心して産み育てられる村づくりの実現に向け、子育て支援
施設建設を進めます。令和10年度開園に向けて、今年度は施設
の設計を行います。

●農業振興事業：3,300万円
　【農林業の振興】
　担い手不足の解消に向け、意欲ある農林業者や就業希望者に
対する経営規模拡大や協業化の取組をソフト・ハード両面で重
点的に支援をします。今年度も農業機械等導入支援補助、電動
草刈機等購入補助を拡充して行います。

●観光地経営ビジョン策定事業：400万円
　【「世界水準」と「持続可能性」を意識した観光の村づ
くりの推進】
　令和7年度に現在の観光地計画の期間が満了し、令和8年度か
ら「観光地経営ビジョン」と名を改め、「持続可能な観光ガイドライ
ン」に準拠したビジョンを策定し、観光地を経営する視点での持
続性ある村づくりを推進します。

◆後期高齢者医療保険料　１億４，３１０万円
　後期高齢者医療特別会計は前年度より７５７万円の増額です。
　保険料は２年ごとに改正されており、令和７年度は２年目で次の表
のとおりとなっています。

※保険料限度額は激変緩和措置により、令和７年度は昭和２４年３月３１日以
前に生まれた方、障害認定の方は７３万円となります。
※所得割は激変緩和措置により、令和７年度は所得控除後の所得金額が５８
万円以下の場合は８．５６％となります。
 令和７年度も引き続き人間ドック受診に対する補助と、国保の特定
検診と併せ高齢者健診（７５歳以上対象）・心電図検査も実施します。
　日頃から、適度な運動、地域社会（コミュニティ）への参加など健
康づくりを心がけ、ジェネリック医薬品の使用や重複他受診を避ける
など医療費の抑制に努めていただくようお願いします。

　令和7年度白馬村一般会計予算をなるべくわかりやすく「ざっくり」と説明している「令和7年度版　ざっくりわかる　白
馬村の予算」＝通称「ざっくりさん」を白馬村行政公式ホームページにて公開しています。白馬村役場総務課でも配布して
いますので、お気軽にお問合せください。　

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

駄になるだけでなく、回復が遅れる原因となります。また薬の飲み
合わせによっては、副作用が出ることもあります。かかりつけ薬局
を持ち、いつでも相談できるようにしましょう。
⑥セルフメディケーション※1に取り組みましょう。
　自分の健康は自分で守ることを意識し、日頃から自分の健康状
態と生活習慣をチェックし、ちょっとした体調不良の際に、市販薬
（OTC医薬品※2）などを上手に使って自分自身で健康の維持や病
気の予防・治療に役立てましょう。通院が減ることで医療費の負担
が少なくすみます。また、セルフメディケーション税制※3で所得控
除が可能となります。
※1「セルフメディケーション」･･･「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は
自分で手当てすること」（WHOの定義）

※2「OTC医薬品」･･･薬局・薬店・ドラッグストアなどで処方せん無しに購入できる医薬品
※3セルフメディケーション税制について詳しくは厚生労働省ホームページ参照

均等割 ４４，３６５円（被保険者一人あたり）
所得割 ９．４５％
年間保険料限度額 ８０万円
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　令和７年度の特色ある事業を抜粋しました。単位は 100 万円未満を切り捨てています。いただいたご要望はすべて事業化し
たいところですが、限りある予算ですので、より効果があがるように創意工夫のうえ予算計上をしています。

令和7年度の主な事業

令和７年度　国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計令和７年度　国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計
◆国民健康保険事業　11億3,510万円
　前年度に比べ5,500万円の増額となります。国保税率は令和9
年までに医療圏単位への平準化を行うため改定を行っています。
白馬村の令和5年度の一人当たり医療費は30万2,618円で77
市町村中73位となっています。皆様の保険料負担をできるだけ減
らすためにも、医療費の伸びの抑制が求められます。
　保健事業実施計画（データヘルス計画）等により保健事業を推進
します。村民の皆様にも下記を参考に医療費適正化のご協力何卒
よろしくお願いします。
　保健事業では、引き続き特定健診と特定保健指導、若年健診
（30歳代対象）を実施し、被保険者の皆さんの健康管理をお手伝
いします。今年度も、休日の健診日も設けています。昨年に引き続
き、心電図検査と眼底検査を無料で行いますので、年に1度の大切
な健康チェックの機会としてぜひ受診くださるようお願いします。
＜医療費の負担を減らすポイント＞
①健康診査を必ず受けましょう。
　健診を受けて疾病の予防に努めること、無症状で悪化する疾病
を早期発見できることにより、重症化による入院等の予防ができ治
療費の負担が少なくすみます。
②かかりつけ医を持ちましょう。
　日頃から、自分や家族の病気の治療や相談に応じてもらえる「か
かりつけ医」を持ちましょう。紹介状なしで大きな病院を受診すると
費用が余計にかかってしまいます。
③診療時間内に受診しましょう。
　休日や夜間など時間外の医療費は通常よりも高く設定されてい
ます。緊急時以外は、平日の診療時間内に受診しましょう。
④重複受診は避けましょう。
　同じ病気で複数の医療機関にかかってしまうことは、医療費の増
加の原因となります。
⑤薬は正しく使いましょう。
　自己判断で服薬を中断したり、飲み忘れたりしてしまうと薬が無

●非常備消防事業：6,900万円
　【防災・減災の村づくり】
　気候変動等により全国各地で災害が激甚化・頻発化している
昨今、住民や観光客が安心して暮らし、滞在できるよう、強靭な
村づくりと防災・減災のための体制づくりを強化します。消防ポ
ンプ車の更新などを行います。

●地球温暖化対策事業：4,000万円
　【気候変動・環境対策】　　
　「白馬村気候非常事態宣言」「白馬村ゼロカーボンシティ宣言」
や「白馬村ゼロカーボンロードマップ」に則り、環境と共生しながら
環境変化にも対応した社会づくりを推進するため、公共施設への
再エネ設備導入などを進めます。

●移住・交流・集落支援事業：6,700万円
　【移住・定住の推進】
　村内に存する空き家・空き地を有効活用することにより、移住希
望者にとって不足している村内の家屋を移住希望者につなげる
ことや、この地に定住を希望する者への住宅建設に繋がるよう、
関係人口創出事業やデジタル地域通貨の導入など各種政策を
進めます。

●子育て支援施設建設事業：4,200万円
　【子育て支援（少子化対策）の推進】　
　緊急の課題である人口減少に備え、子育て世代が定住し、子ど
もを安心して産み育てられる村づくりの実現に向け、子育て支援
施設建設を進めます。令和10年度開園に向けて、今年度は施設
の設計を行います。

●農業振興事業：3,300万円
　【農林業の振興】
　担い手不足の解消に向け、意欲ある農林業者や就業希望者に
対する経営規模拡大や協業化の取組をソフト・ハード両面で重
点的に支援をします。今年度も農業機械等導入支援補助、電動
草刈機等購入補助を拡充して行います。

●観光地経営ビジョン策定事業：400万円
　【「世界水準」と「持続可能性」を意識した観光の村づ
くりの推進】
　令和7年度に現在の観光地計画の期間が満了し、令和8年度か
ら「観光地経営ビジョン」と名を改め、「持続可能な観光ガイドライ
ン」に準拠したビジョンを策定し、観光地を経営する視点での持
続性ある村づくりを推進します。

◆後期高齢者医療保険料　１億４，３１０万円
　後期高齢者医療特別会計は前年度より７５７万円の増額です。
　保険料は２年ごとに改正されており、令和７年度は２年目で次の表
のとおりとなっています。

※保険料限度額は激変緩和措置により、令和７年度は昭和２４年３月３１日以
前に生まれた方、障害認定の方は７３万円となります。
※所得割は激変緩和措置により、令和７年度は所得控除後の所得金額が５８
万円以下の場合は８．５６％となります。
 令和７年度も引き続き人間ドック受診に対する補助と、国保の特定
検診と併せ高齢者健診（７５歳以上対象）・心電図検査も実施します。
　日頃から、適度な運動、地域社会（コミュニティ）への参加など健
康づくりを心がけ、ジェネリック医薬品の使用や重複他受診を避ける
など医療費の抑制に努めていただくようお願いします。

　令和7年度白馬村一般会計予算をなるべくわかりやすく「ざっくり」と説明している「令和7年度版　ざっくりわかる　白
馬村の予算」＝通称「ざっくりさん」を白馬村行政公式ホームページにて公開しています。白馬村役場総務課でも配布して
いますので、お気軽にお問合せください。　

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

駄になるだけでなく、回復が遅れる原因となります。また薬の飲み
合わせによっては、副作用が出ることもあります。かかりつけ薬局
を持ち、いつでも相談できるようにしましょう。
⑥セルフメディケーション※1に取り組みましょう。
　自分の健康は自分で守ることを意識し、日頃から自分の健康状
態と生活習慣をチェックし、ちょっとした体調不良の際に、市販薬
（OTC医薬品※2）などを上手に使って自分自身で健康の維持や病
気の予防・治療に役立てましょう。通院が減ることで医療費の負担
が少なくすみます。また、セルフメディケーション税制※3で所得控
除が可能となります。
※1「セルフメディケーション」･･･「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は
自分で手当てすること」（WHOの定義）

※2「OTC医薬品」･･･薬局・薬店・ドラッグストアなどで処方せん無しに購入できる医薬品
※3セルフメディケーション税制について詳しくは厚生労働省ホームページ参照

均等割 ４４，３６５円（被保険者一人あたり）
所得割 ９．４５％
年間保険料限度額 ８０万円
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令
和
４
年
度
か
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２
か
年
で
実
施
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れ
、施
設
の
現
地

調
査
を
は
じ
め
、リ
ス
ク
評
価
、長
期
的
な
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点
で
の
改
築

シ
ナ
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オ
設
定
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繕
・
改
築
計
画
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策
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が
行
わ
れ
ま
し

た
。令
和
７
年
度
は
、汚
泥
脱
水
設
備
及
び
補
機
、用
水
設

備
、汚
泥
濃
縮
設
備
掻
寄
機
、汚
泥
処
理
棟
床
排
水
ポ
ン
プ

の
詳
細
設
計
を
実
施
し
ま
す
。令
和
９
年
度
か
ら
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
耐
震
化
工
事
と
併
せ
て
機
械
・
設
備
の
更
新
を

行
う
計
画
で
す
。

令
和
7
年
度 

水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
７
年
度　
下
水
道
事
業
会
計
予
算

有
収
率
向
上
と
老
朽
化
対
策

　
令
和
７
年
度
に
予
定
し
て
い
る
建
設
改
良
工
事
に
は
・・・

①�

白
馬
駅
前
無
電
柱
化
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事

②
老
朽
化
対
策
の
配
水
管
布
設
替
工
事

③
機
器
の
更
新
工
事

④
消
火
栓
新
設
工
事
２
箇
所

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
老
朽
化
対
策
の
配
水
管
布
設
替
工
事
は
４
か
箇
所
を
施

工
予
定
で
、６
，３
２
２
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

　
駅
前
の
無
電
柱
化
に
伴
う
工
事
に
つ

い
て
は
、１
，４
６
２
万
円
の
事
業
に
対

し
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源
と
し
て
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負
担
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６
２
９
万

円
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予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、村
内
20
km
を
抽
出
し
て

漏
水
調
査
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

官
民
連
携
導
入
可
能
性
調
査

　

二
股
浄
水
場
の
再
整
備
事
業
に
向

け
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、官
民
連
携

導
入
可
能
性
調
査
を
行
い
ま
す
。
昨

年
度
の
簡
易
調
査
で
民
間
事
業
者
参

入
の
可
能
性
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示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

詳
細
調
査
を
行
う
も
の
と
し
て
委
託

料
１
，９
９
１
万
円
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計
上
し
て
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ま

す
。ま
た
、財
源
と
し
て
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庫
補
助
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４
９
７
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円
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見
込
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で
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ま
す
。

無
線
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針
の
導
入

　
令
和
6
年
度
か
ら
無
線
検
針
の
導
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を
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的
に
進
め
て
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ま
す
。令
和
７

年
度
は
、無
線
子
機
8
０
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個
の
購
入

費
と
し
て
、１
，０
１
２
万
円
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上
し

て
い
ま
す
。無
線
検
針
の
導
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よ
り
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積
雪
期
で
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検
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に
な
る
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通
年
検
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と
な
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務
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効
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図
れ
ま
す
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業
債
の
借
り
入
れ

　

こ
れ
ま
で
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改
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と
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結
果
に
よ
り
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９
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。
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実
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施
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て
い
た
実
施

設
計
業
務
に
つ
い
て
も
、令
和
７
年
度

に
繰
越
事
業
と
し
て
実
施
の
予
定
で

す
。施
設
の
整
備
は
、令
和
７
年
度
か

ら
９
年
度
ま
で
の
３
カ
年
で
行
う
計

画
で
す
。ス
ト
マ
ネ
計
画
に
よ
る
機
械
・

設
備
の
更
新
や
耐
震
化
工
事
を
含
め

て
、効
率
的
か
つ
経
済
的
な
事
業
と
な

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
1 �

下
水
道
施
設
の
老
朽
化
を
予
測
し
、長
期

的
な
視
点
で
施
設
を
計
画
的
に
管
理
す

る
計
画
で
す
。

3億9,416万円

3億2,402万円

852万円

1億7,911万円

3億2,422万円

3億427万円

1億652万円

1億8,268万円

4億9,129万円

4億5,962万円

5億3,563万円

4億7,941万円

4億6,525万円

4億1,295万円

4億8,170万円

4億8,828万円
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白馬村職員事務分担表
村　長　丸山　俊郎　　副村長　吉田　久夫 令和7年 4月 1日現在
課 係 職名 氏名

総
務
課

課長 田中克俊

総務係

課長補佐兼係長 今井志保
主査 武田一馬
主査 伊東里志
主事 南澤圭吾

企画政策係
係長 渡邉宏太
主任 小林　啓

情報まち
づくり係

係長 田中元気
主査 横川健太

財政係
係長 飯森可奈子
主任 伊藤理恵

税
務
課

課長 太田雄介

徴収係
徴収係長 下川智之
主査 山岸茂幸
主事 石原洋斗

課税係

課税係長 一井　剛
主査 鷲澤友也
主査 原田瑞希
主任 淺川巽希
主事 小川はな美

住
民
課

課長 堤　則昭

環境衛生係
係長 太田充彦
主事 大和田悠太
課付主査 長澤秀美

住民係

係長 松沢健一
主査 田中友香
主事 飯田佳奈
主事 小池　翼
主事 小林悠佳

健
康
福
祉
課

課長兼地域包括支援センター長 工藤弘美
課付課長 長澤　肇

福祉介護係
課長補佐兼係長 松澤拓哉
主幹 内山明子

健康づくり係

係長 稲垣まゆき
保健師 畔上瑞季
保健師 横川友美
保健師 北澤優里愛
管理栄養士 太田美和
保健師 松尾舞子

地域包括支援 
センター 臨時的任用職員/保健師 丸山千恵

観
光
課

課長 山岸大祐

観光商工係
係長 矢口浩樹
主幹 松澤宏和
主事 内藤優太

農
政
課

課長 田中洋介

農政係
林務係

課長補佐兼係長 伊藤達男
係長 大塚敦司
主事 中野太輔
主事 石腰昇平

国土調査係
係長 尾澤宗高
主事 郷津知哉

土地改良係
係長 柏原英司
主任 大谷譲二

白馬村土地改
良区事務局 係長 尾澤宗高(兼)

建
設
課

参事兼課長 矢口俊樹

建設係
課長補佐兼係長 横山勝典
主査 羽鳥有貴

土地利用・
建築係

係長 堀米拓実
主任 篠崎絢女
主事 大塚健斗

課 係 職名 氏名

上
下
水
道
課

課長 廣瀬昭彦

上下水道係
係長 下川貴彦
主査 山岸大輝

業務係
係長 太田千恵
主任 藤戸　洸

管理係
係長 柏原正樹
主幹 塩島広幸
主査 田内智幸

議会事務局
事務局長 太田俊祉
主査 吉沢美穂

会
計
室

会計管理者/室長 松澤孝行
会計係 主査 大塚三貴子

白馬村教育委員会
教育長　横川秀明

教
育
課

課長 下川浩毅

教育係
係長 穂谷圭祐
主任 早川　敬

給食保健係
学校給食センター所長（兼務） 下川浩毅
係長 大森倫子

子
育
て
支
援
課　

(

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）

課長 
こども家庭センター長 中村由加

子育て支援係

係長 
こども家庭センター統括支援員 降籏大輔

主任保育士 太田有紀
主事 藤本竜伎

母子健康係
係長 中島由実子
主任 淺川里佳

子育て支援
ルーム

主任保育士 武田恵理
主任保育士 太田有紀（兼）

しろうま
保育園

園長 太田智美
主任保育士 北條亜紀子
主任保育士 松澤菜津子
保育士 塩見菜穂
保育士 矢口　舞
保育士 関沢由香
保育士 西村彩咲
保育士 峠　佳那
保育士 東　　楓
保育士 藤原千花
保育士 江津実希
保育士 荻原優花

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

課長 鈴木広章

スポーツ
振興係

係長 太田和也
主任 栗山大貴
主事 三澤涼太

生涯学習係
係長 内川直人
主査 太田洋一

白馬村図書館 館長 鈴木広章（兼）
【令和 7 年 3 月 31 日付退職者】

所属課名 職　名 氏　　名
教育委員会事務局教育課 教育次長兼課長 横川辰彦

税　務　課 主幹 山岸茂幸
住　民　課 主事 佐藤　綸
農　政　課 主事 久米俊輔

教育委員会事務局しろうま保育園 保育士 渡邊智子
教育委員会事務局子育て支援課 保育士 矢口愛深

 【令和7年4月1日付異動対象者】			 
	 異動者数（課内異動含む）	41名	 左記の内課長職　7名（うち昇格3名）
	 新規採用	 3名	 （内臨時的任用1名）
			 
 【令和7年4月1日付　機構改革】			 
	 総務課 情報環境係を情報まちづくり係に名称変更		

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002
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お問合せ　白馬村消防団　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

令
和
7
年
度

白
馬
村
消
防
団
幹
部
体
制
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

新
規
採
用
の
紹
介

（
4
月
1
日
付
）

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
年
度
は
分
団
幹
部
が
改
選
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。消
防
団
の
活
動
に
は
地
域
、職
場
、

そ
し
て
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
で
す
。

引
き
続
き
、ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出
初
式
の
お
知
ら
せ　

　

４
月
29
日（
火
曜
日
）午
後
１
時
30
分
か
ら
ウ
イ

ン
グ
21
で
出
初
式
を
、午
後
３
時
10
分
頃
か
ら
県
道

白
馬
岳
線（
八
十
二
銀
行
白
馬
支
店
前
）で
分
列
行

進
を
行
い
ま
す
。ど
な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、分
列
行
進
に
併
せ
て
、午
後
２
時
30
分
頃
か

ら
３
時
30
分
頃
ま
で
県
道
白
馬
岳
線（
白
馬
駅
前
交

差
点

－
六
十
刈
体
育
館
信
号
）が
全
面
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

白馬村消防団幹部名簿
分団 役職 氏名 地区

本部
団長 星河　隆志 塩　島
副団長 太田　寛展 佐　野
統括分団長 丸山　智彦 八　方

南部分団

分団長 松澤　浩平 佐　野

副分団長
三田　元太 三日市場
横川　　敦 飯　田
武田　一希 飯　森

中部分団

分団長 山崎　一成 八　方

副分団長
平川　智幸 白馬町
丸山　三朋 瑞　穂
内川　直人 大　出

北部分団

分団長 福島　　格 切久保

副分団長
中西　岳人 通
降籏　竜也 森　上
服部　　力 落　倉

南澤　圭吾
（総務課）

石原　洋斗
（税務課）

崎山　茉里奈
（白馬山麓事務組合）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

白
馬
村
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
関
す
る
条
例
と
白
馬
村
宿
泊
税
条
例
を

制
定
し
ま
し
た

令
和
７
年
３
月
、白
馬
村
議
会
の
議
決
を

経
て
、白
馬
村
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に

関
す
る
条
例
と
白
馬
村
宿
泊
税
条
例
の
二

つ
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

同
時
期
に
長
野
県
で
も
長
野
県
宿
泊
税

条
例
が
制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、白
馬

村
で
は
、関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
制
度
検

討
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
結
果
、長
野
県

に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、村
の
実
情
に
合
っ
た

制
度
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
白
馬
村
観
光
地
経
営
会
議
や
白
馬
村
観

光
振
興
の
た
め
の
財
源
確
保
検
討
委
員
会

で
議
論
・
審
議
い
た
だ
い
た
委
員
の
皆
さ
ま
、

ご
意
見
・
ご
提
言
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
村

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
関
す
る
条

例
で
は
、宿
泊
税
の
使
途
の
基
本
方
針
を
定

め
る
と
と
も
に
、使
途
を
審
議
す
る
観
光
地

経
営
会
議
を
地
方
自
治
体
に
基
づ
く
執
行

機
関
の
附
属
機
関
と
位
置
付
け
、さ
ら
に
観

光
地
経
営
会
議
が
策
定
す
る
観
光
地
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
を
こ
の
条
例
を
根
拠
と
し
た
法

定
計
画
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、観
光
地
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
に
要

す
る
財
源
と
し
て
宿
泊
税
を
課
す
る
こ
と

と
し
、宿
泊
税
条
例
で
賦
課
徴
収
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。
宿
泊
税
と
連
動
す
る
形
で
、

使
途
に
関
す
る
条
例
を
定
め
、宿
泊
税
を
観

光
地
域
づ
く
り
や
観
光
地
経
営
に
確
実
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
を
担
保
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の
概
要
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

【基本理念】　次世代に誇れる持続可能な世界水準の観光地の実現
	 (1) 観光による地域の活性化 （村民の生活の場としての次世代への継承）
	 (2) 観光による地域の魅力化 （高い誇りを持って来訪者を歓迎）
	 (3) 村民の平穏な生活との調和 （村民と来訪者の安心・安全・快適）

白馬村
観光地域づくり基金

観光地経営ビジョンに
基づき実施する事業
●�来訪者の利便性・満足度
向上に資する事業

●�来訪者のマナー向上、滞
在中の観光防災・感染症
対策に資する事業

●�来訪者が訪れることで生
じる自然環境や住民生活
への負荷を抑えるための
事業

●�課題抽出・事業の評価指
標の設定、効果検証に必
要な調査・計画に関する
事業 等

財源の確保（宿泊税）
※�詳細は次頁の宿泊税条例
で規定

※�宿泊税以外の財源も引き
続き検討します。

白馬村
観光地

経営会議

担い手の責務・役割

総合的かつ計画的な施策の
実施、財源の確保、関係者の
連携推進等

観光の意義に対する理解・関
心の深化、魅力ある観光地の
実現に向けた積極的な参加・
協力等

事業活動を通じた村民と来
訪者への快適なサービス・環
境の提供、従業員に対する意
識の啓発等

関連団体・観光事業者間の調
整、計画的・効果的な事業の
推進等

「美しい村と快適な生活環境
を守る条例」（マナー条例）の
遵守、地域資源の保全活動等
への参加・協力等

村

村民

観光事業者

観光関連団体

来訪者

推進
行動
参加
協力

活用

納税

策定
進捗管理

使途審議

観光地経営ビジョン
	 (1) 基本方針
	 (2) 経営戦略（施策と目標）

白馬村持続可能な観光地経営に関する条例の概要
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白馬村宿泊税条例
この条例で規定する主な項目は下表のとおりで、施行日は令和８年（2026年）６月１日を予定しています。
今後、地方税法の規定に基づき、法定外目的税の新設についての総務省協議を行います。この手続には概ね３か
月を要しますので、７月には制度開始に関する幅広いアナウンスや特別徴収義務者説明会等の理解促進のため
の取組を本格化します。

項　目 内　容

1. 名称 白馬村宿泊税

2. 目的及び使途 白馬村持続可能な観光地経営に関する条例で規定

3. 納税義務者
白馬村に所在する以下の施設に宿泊する者
·  旅館業法に規定する旅館・ホテル、簡易宿所
·  住宅宿泊事業法に規定する住宅宿泊事業に係る施設（民泊）

4. 徴収方法 特別徴収の方法

5. 特別徴収義務者 宿泊施設の経営者その他徴収の便宜を有する者

6.1. 特別徴収義務者報償金
期限内申告納入額の 2.5％（制度開始５年間は 0.5％を加算、電子申告した場合
は更に 0.5％を加算）

6.2. 特別徴収事務補助金
税の制度や活用事業、村の観光施策に関する宿泊者への説明を含めた特別徴収事
務に要する経費の一部を補助することを目的に、期限内申告納入額の 2.5％に相
当する額を交付

7. 税率※

１人１泊の宿泊料金の区分に応じた額
6,000 円以上 20,000 円未満 150円 （制度開始３年間は 100円）
20,000 円以上 50,000 円未満 350円 （同上 300円）
50,000 円以上 100,000 円未満 850円 （同上 800円）

100,000 円以上 1,850 円 （同上 1,800 円）
8. 収入見込額 年間　2億5,065万円（制度開始３年間は2億1,107万円）

9. 課税免除
·  幼稚園、小学校〜大学の教育活動又は研究活動として宿泊する場合
·  保育所等の施設の主催する行事として宿泊する場合
（※学校、施設の長が証明するものに限る）

10. 免税点 １人１泊 6,000 円未満の宿泊

11. 罰則規定
·  特別徴収義務者の証票の掲示等に関する罪
·  帳簿の記載義務違反等に関する罪
·  納税管理人に係る不申告に関する過料

12. 制度見直し期間 導入当初３年、以降は５年ごとに制度の見直しを検討

13. 制度開始日（予定） 条例案可決後、総務大臣の同意を経て、令和８年（2026年）６月１日

14. 賦課徴収の特例
地方税法第 20条の３第１項ただし書きの規定に基づき、県宿泊税に係る賦課徴
収を村宿泊税の賦課徴収と併せて行う

※　7.�税率は村宿泊税の税率であり、宿泊者はこれに県宿泊税（制度開始から３年間は100円、その後は150円）
を合算した額を支払う

※　�市町村が独自に宿泊税を課税しない場合は、市町村税は課税されないが、「県宿泊税」が課税される。宿泊者は、
宿泊料金が6,000円以上の場合、1人1泊につき300円（制度開始3年間は200円）を支払うこととなる。

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712
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お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

令
和
７
年
度
の
軽
自
動
車
税
種
別

割
の
納
期
限
は
６
月
２
日（
月
曜

日
）で
す
。

　
納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
ま
で
に
郵

便
で
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、次
の

方
法
に
よ
り
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

【
金
融
機
関
等
窓
口
】

　

金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付

が
で
き
ま
す
。

【
2
次
元
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
納
付
方
法
】

　
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
2
次
元

コ
ー
ド
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら「
地
方
税
お
支
払
い
サ

イ
ト
」で
納
付（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
や
2
次
元
コ
ー
ド
対
応
金

融
機
関
窓
口
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

※�

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
に
つ
い
て

は
納
税
通
知
書
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
障
が
い
者
の
方
の
た
め
の
減
免
制
度
】

　
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
有
し
、一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

方
は
、申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、軽
自
動

車
税（
種
別
割
）の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま

す
。４
月
～
５
月
に
対
象
と
な
る
方
に

減
免
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
軽
自
動
車
の
減
免
は
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。

※�

自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免
を
受
け

る
方
は
、申
請
書
が
届
い
て
も
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
納
税
証
明
書（
車
検
用
）】

　

口
座
振
替
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、納
期
限
後
に
納
付

が
確
認
で
き
次
第
納
税
証
明
書
を
発
送

し
ま
す
。

　
納
付
後
す
ぐ
に
納
税
証
明
書
が
必
要

な
方
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、金

融
機
関
ま
た
は
白
馬
村
役
場
会
計
室
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の
納
税
証
明
書
は
車
検
が

必
要
な
車
両
の
み
発
送
し
て
い
ま
す
。

　
車
検
の
必
要
が
な
い
原
動
機
付
き
自

動
車
や
小
型
特
殊
自
動
車
等
に
つ
い
て

は
発
送
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、必
要

な
方
は
白
馬
村
役
場
税
務
課
の
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
が

始
ま
り
ま
し
た
。軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
と
は
、軽

自
動
車
税（
種
別
割
）の
車
両
ご
と
の
納

付
情
報
を
、軽
自
動
車
検
査
協
会
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
確
認
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
以

下
の
2
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

※�

譲
渡
・
廃
車
し
た
の
に
納
税
通
知
書

が
届
い
て
し
ま
っ
た
場
合

　

４
月
１
日（
賦
課
期
日
）ま
で
に
軽

自
動
車
協
会
ま
た
は
白
馬
村
役
場
税
務

課
、各
関
係
団
体
で
廃
車（
返
納
、解
体

返
納
）や
名
義
変
更
等
の
お
手
続
き
が

済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、当
村
に
お
い

て
登
録
情
報
の
変
更
を
把
握
で
き
な
い

た
め
、引
き
続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

も
し
、車
両
を
す
で
に
お
持
ち
で
な

い
の
に
課
税
が
続
い
て
い
る
場
合
は
、

軽
自
動
車
税
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
※
税
止
め
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

譲
渡
・
廃
車
な
ど
の
お
手
続
き
を
他

都
道
府
県
で
行
っ
た
と
き
は
、税
止
め

（
税
申
告
）が
必
要
で
す
。1
2
5
㏄
を

超
え
る
二
輪
車
や
、四
輪
・
三
輪
の
軽
自

動
車
の
登
録
内
容
の
変
更
等
に
つ
い
て
、

市
町
村
で
は
申
告
に
基
づ
い
て
把
握
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、譲
渡
や
抹
消
な

ど
の
お
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
で
も
、

旧
登
録
地
の
市
町
村
へ
の
申
告
が
な
い

場
合
は
、変
更
等
に
つ
い
て
把
握
で
き

な
い
た
め
、翌
年
度
以
降
も
課
税
が
続

い
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
時
の
旧
登
録

地
へ
の
申
告
が「
税
止
め
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
特
に
二
輪
車
は
税
止
め
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
多
く
、旧
所
有
者
に
納
税
通

知
書
が
届
い
て
し
ま
い
、思
わ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、必
ず

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

な
お
、手
続
場
所
が
長
野
県
内
で
あ

る
場
合
に
は
税
止
め
手
続
は
不
要
で
す
。

ま
た
、各
関
係
団
体
に
税
止
め
申
告
の

代
行
を
依
頼
し
た
場
合
も
手
続
は
不
要

で
す
。
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お問合せ　白馬村教育委員会　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726

文
化
財
審
議
委
員
会
か
ら
の
報
告

親
海
湿
原・姫
川
源
流
の
湧
水
減
少
の
現
状

　

白
馬
村
南
部
の
親
海
湿
原
と
姫
川

源
流
は
、美
し
い
自
然
景
観
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
近
年
は
湧
水
が
減

少
し
乾
燥
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。そ
の

現
状
と
考
え
ら
れ
る
要
因
に
つ
い
て
、

白
馬
村
文
化
財
審
議
委
員
の
太
田
勝

一
氏
の
調
査
に
よ
り
報
告
し
ま
す
。

神
城
盆
地
と
青
木
湖
の
成
り
立
ち　

　

姫
川
の
源
流
は
、か
つ
て
は
も
っ
と

南
側
に
あ
り
、仁
科
三
湖
～
神
城
盆
地

に
か
け
て
旧
姫
川
が
流
れ
て
い
ま
し

た（
図
1
）。約
3.4
万
年
前
に
西
側
山
地

で
巨
大
崩
壊（
佐
野
坂
崩
壊
）が
起
き
、

崩
壊
堆
積
物（
佐
野
坂
丘
陵
）が
旧
姫

川
を
堰
き
止
め
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

上
流
側
が
青
木
湖
、下
流
側
は
神
城
盆

地
と
な
り
ま
し
た（
図
2
）。

親
海
湿
原
と
姫
川
源
流

　

親
海
湿
原
と
現
在
の
姫
川
源
流
は
、

佐
野
坂
丘
陵
の
直
下
に
位
置
し
ま
す
。

こ
の
付
近
に
は
凹
凸
地
形
が
多
い
こ

と
か
ら
、地
下
の
浅
い
と
こ
ろ
に
崩
壊

堆
積
物
が
伏
在
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す（
図
2
・
図
3
）。

　

そ
の
西
側
は
、鳴
沢
川
か
ら
流
れ
出

し
た
砂
礫
で
で
き
た
扇
状
地
で
す（
図

3
）。水
質
調
査
結
果
か
ら
、親
海
湿
原

と
姫
川
源
流
の
湧
水
は
、青
木
湖
か
ら

漏
れ
た
水
で
は
な
く
、お
も
に
鳴
沢
川

の
伏
流
水
が
起
源
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

湧
水
量
の
減
少
と
乾
燥
化
の
現
状

　
2
0
1
6
年
以
来
、親
海
湿
原
で
は
乾

燥
化
が
急
速
に
進
み
、湿
原
植
生
が
激
減

し
ま
し
た（
写
真
1
）。姫
川
源
流
で
は
湧

水
量
が
激
減
し
、水
草
の
バ
イ
カ
モ
が
ほ

ぼ
消
滅
し
ま
し
た（
写
真
２
）。

　

冬
期
の
降
雪
量
と
姫
川
源
流

の
バ
イ
カ
モ
の
成
育
状
況
に
は

相
関
が
認
め
ら
れ
ま
す（
図
4
）。

2
0
1
6
年
以
降
に
降
雪
量
が

減
少
し
た
の
に
伴
い
バ
イ
カ
モ

は
急
激
に
減
少
し
、そ
の
後
ほ
ぼ

消
滅
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、少
雪

化
に
よ
り
地
下
水
位
が
低
下
し
、

湧
水
量
が
減
少
し
た
こ
と
が
最

大
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

姫
川
源
流
部
で
湧
水
量
の
減

少
が
特
に
著
し
い
の
は
、地
下
の

浅
い
と
こ
ろ
に
崩
壊
堆
積
物
が

伏
在
し
、帯
水
層
の
扇
状
地
堆
積

物
が
薄
い
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。な
お
、近
隣
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
に
よ
る
と
、本
地
区

の
地
下
に
は
被
圧
地
下
水（
井
戸

を
掘
る
と
自
噴
す
る
地
下
水
）が

豊
富
に
伏
在
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
親
海
湿
原
と
姫
川
源
流
は
、地

元
・
佐
野
区
の
方
々
に
よ
る
年
数

回
の
大
規
模
な
草
刈
り
の
お
陰

で
何
と
か
景
観
を
保
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。2
0
2
5
年
の

冬
は
ま
れ
に
見
る
大
雪
で
し
た

が
、気
候
変
動
に
よ
る
不
安
定
な

降
雪
は
今
後
も
続
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
。白
馬
村
に
と
っ
て
貴
重

な
自
然
環
境
か
つ
観
光
資
源
を

今
後
も
持
続
さ
せ
る
た
め
に
、ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
か
を
考
え

る
時
期
に
私
た
ち
は
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※�

白
馬
村
公
民
館
か
ら
お

知
ら
せ

５
月
23
日（
座
学
）と
６
月

６
日（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
）の
２
回
に
わ
た
り「
ナ

ゾ
と
き
、親
海
湿
原
と
姫

川
源
流
の
成
り
立
ち
と
現

在
」と
題
し
て
講
座
を
開

催
し
ま
す
。太
田
勝
一
氏

が
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

写
真
１　

親
海
湿
原
の
乾
燥
化

写
真
2　

バ
イ
カ
モ
の
減
少（
水
深

は
約
30
cm
か
ら
10
cm
に
減

少
）

図
１　

�

神
城
盆
地
〜
中
綱
湖
の

立
体
図
（
縦
の
縮
尺
は

横
の
２
倍
）

図2　A－B断面（縦の縮尺は横の４倍）図 3　親海湿原・姫川源流の地盤と地下水

図 4　白馬村の年間降水量・降雪量・バイカモ植生の変化
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水
道
設
備
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
　
― 

漏
水
の
対
応
は
お
早
め
に 

―

   お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

　
4
月
か
ら
令
和
7
年
度
の
検
針
が
始
ま
り
ま
す
。

降
り
積
も
っ
た
雪
も
融
け
は
じ
め
、例
年
漏
水
が
発

見
さ
れ
る
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。令
和
6
年
度
も

大
規
模
な
寒
波
が
襲
来
し
、全
国
的
に
水
道
の
凍
結

等
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
の
凍
結
は
大
規
模
な
漏
水
に
繋
が
り
、水
道

料
金
の
高
額
な
請
求
に
関
し
て
多
く
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。早
期
の
漏
水
の
発
見
・
対
応
の
た
め

に
、ご
自
身
で
の
確
認
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

漏
水
の
確
認
方
法

　
冬
期
間
は
、多
く
の
世
帯
で
冬
期
暫
定
使
用
量
に

よ
る
請
求
を
し
て
い
る
た
め
、水
道
、下
水
道
の
使

用
量
や
請
求
金
額
な
ど
の
数
値
に
よ
る
漏
水
の
確

認
が
で
き
ま
せ
ん
。漏
水
に
よ
り
発
生
す
る
次
の
事

象
に
つ
い
て
、心
当
た
り
が
あ
る
場
合
は
、漏
水
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

水
道
を
使
用
し
て
お
ら
ず
雨
も
降
っ
て
い
な
い
の

に
水
音
が
聞
こ
え
る
、ま
た
は
土
が
湿
っ
て
い
る
。

・�

蛇
口
か
ら
出
て
く
る
水
の
水
圧
が
下
が
っ
た
。　

な
ど

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
目
視
確
認
に
よ
る
漏
水
の
確

認
も
有
効
で
す
。物
件
内
で
の
水
の
使
用
を
一
旦
全

て
停
止
し
た
う
え
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
、そ

の
際
に
メ
ー
タ
ー
に
動
き
が
あ
れ
ば
漏
水
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
少
量
の
水
の
動
き
で
も

反
応
す
る
た
め
、水
道
の
使
用
者
ご
自
身
で
も
確
認

が
可
能
で
す
。ま
た
、水
道
メ
ー
タ
ー
は
2
種
類
あ

り
、確
認
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
ア
ナ
ロ
グ
メ
ー
タ
ー
の
場
合
）

　
文
字
盤
が
回
る
こ
と
で
表
示
を
更
新
す
る
電
気

を
使
わ
な
い
メ
ー
タ
ー
で
す
。

　
流
水
が
あ
る
場
合
、メ
ー
タ
ー
中
央
付
近
に
配
置

さ
れ
て
い
る
銀
色
の
円
盤（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）が
回
り

ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
メ
ー
タ
ー
の
場
合
）

　
モ
ニ
タ
ー
に
デ
ジ
タ
ル
数
字
で
指
針
が
表
示
さ

れ
る
メ
ー
タ
ー
で
す
。

　
流
水
が
あ
る
場
合
、モ
ニ
タ
ー
右
下
に
表
示
さ
れ

る
黒
い
四
角（
■
）が
点
滅
し
ま
す
。

漏
水
の
原
因

　
漏
水
が
発
生
す
る
主
な
原
因
に
は
、「
劣
化
」「
振

動
」「
凍
結
」の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

劣
化
　
上
下
水
道
設
備
は
お
よ
そ
40
年
で
消
耗
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、気
温
や
湿
度
な
ど

の
環
境
に
よ
っ
て
変
わ
る
た
め
、白
馬
村
で
は
設
置

後
10
年
経
過
を
目
安
に
、十
分
に
注
意
し
て
管
理
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

振
動
　
地
震
な
ど
の
外
部
か
ら
の
振
動
や
、ウ
ォ
ー

タ
ー
ハ
ン
マ
ー（
配
管
内
の
水
の
速
さ
が
急
激
に
変

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、管
内
の
圧
力
が
過
度
に
上
昇
・

下
降
す
る
現
象
）の
衝
撃
・
振
動
、通
水
時
の
管
の
振

動
に
よ
る
水
道
管
の
破
損
は
ど
の
建
物
で
も
起
こ

り
え
ま
す
。特
に
、ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ン
マ
ー
は
近
年

多
く
み
ら
れ
る
レ
バ
ー
式
の
水
道
に
起
因
す
る
も

の
が
多
く
、衝
撃
・
振
動
を
な
る
べ
く
抑
え
る
た
め

に
徐
々
に
開
閉
す
る
な
ど
の
工
夫
が
大
切
で
す
。

凍
結
　
気
温
が
氷
点
下
を
下
回
る
日
が
続
く
と
、水

道
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。水
道
管
が
凍
結

す
る
と
、水
が
氷
に
凝
固
す
る
た
め
に
体
積
が
1.1
倍

に
増
加
し
水
道
管
を
圧
迫
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、水
道
管
が
破
損
し

解
氷
と
同
時
に
漏
水
が
発
生
し
ま
す
。凍
結
す
る
箇

所
は
、特
に
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
箇

所
が
多
く
、屋
外
で
は
凍
結
防
止
帯
が
巻
か
れ
て
い

な
い
管
、屋
内
で
は
蛇
口
付
近
や
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
で

の
破
損
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

漏
水
が
発
生
し
た
場
合

　
普
段
か
ら
注
意
し
て
管
理
し
て
い
て
も
、予

期
せ
ぬ
漏
水
が
発
生
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。白
馬
村
水
道
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者（
※
）に
依
頼
し
、修
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

修
理
す
る
ま
で
の
間
、状
況
に
応
じ
て
止
水
栓

等
に
よ
り
止
水
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　
万
が
一
、漏
水
が
発
生
し
高
額
な
請
求
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、お
客
様
の
負
担
を
緩

和
す
る
た
め
に
料
金
の
一
部
を
減
免
で
き
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、漏
水
に
よ
る
水

道
料
金
等
の
負
担
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、漏

水
を
早
期
に
修
繕
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、貴

重
な
水
を
大
切
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
す
。

※
　
村
内
で
の
水
道
施
設
の
工
事
を
請
け
負

う
業
者
と
し
て
、白
馬
村
が
指
定
す
る
事
業
者

で
す
。白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
一

覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
設
備
管
理

　
漏
水
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、ま
た
早
期
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
メ
ー
タ
ー
位
置
の
確
認

と
定
期
的
な
メ
ー
タ
ー
確
認
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。ま
た
、普
段
利
用
し
て
い
な
い
建
物
や
設

備
が
あ
る
方
は
特
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。漏
水
が
発
生
し
て
し
ま
う
と
高
額
な

請
求
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、長
期
間
使
用
す
る

予
定
の
な
い
場
合
は
水
道
の
止
水
と
水
抜
き

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
過
去
に
民
宿
を
営
業
し
て
い
た
建
物
な
ど
、

管
理
す
る
物
件
が
大
き
く
隅
々
ま
で
管
理
が

十
分
に
で
き
な
い
場
合
、水
道
設
備
の
規
模
縮

小
な
ど
の
設
備
改
修
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

＜令和７年５月請求分に係る冬期暫定精算について＞
今冬は度重なる大規模な寒波により、例年をはるかに超える積雪量となりました。通常、４月の検針
に基づく令和７年 5月請求分で料金の精算を行うところですが、除雪による雪や屋根雪の堆積によ
り検針が困難な箇所が数多くあります。水道メーター周辺の整備にご協力をお願いいたします。
また、メーター上の積雪等により検針が不可能な場合は、冬期暫定期間を個別に延長させていただく
場合があります。ご了承ください。
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平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
た
「
白
馬
村
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
」
に
つ
い
て
、
当
初
の
計
画
か
ら
７
年
が
経
過
し
た
こ

と
に
伴
う
見
直
し
に
加
え
て
、
近
年
の
使
用
料
収
入
の
実
態

と
今
後
の
投
資
計
画
を
勘
案
し
た
上
で
、
将
来
的
な
収
支
の

見
通
し
を
立
て
る
た
め
、
国
の
経
営
戦
略
策
定
・
改
定
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
に
沿
っ
て
改
定
し
ま
し
た
。

改
定
し
た
経
営
戦
略
は
、
白
馬
村
行
政
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
改
定
の
背
景

下
水
道
事
業
は
住
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
安
定
的
に
継
続
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
下
水
道

使
用
料
収
入
の
減
少
や
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新

需
要
の
増
大
に
よ
り
、
下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

は
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
安
定

的
に
継
続
す
る
た
め
、
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画
で
あ

る
「
経
営
戦
略
」
を
改
定
し
、
自
立
的
な
健
全
経
営
の
基
本

計
画
と
し
て
、
経
営
の
健
全
化
と
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

○
下
水
道
事
業
の
理
念

白
馬
村
第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
『
白
馬
の
豊
か
さ

と
は
何
か
～
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
交
流
し
学
び
あ
い
成
長

す
る
村
～
』
及
び
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
『
魅
力
あ
る
自
然
を

守
る
村
』
を
目
指
し
つ
つ
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
及
び

公
衆
衛
生
の
向
上
の
推
進
に
よ
っ
て
S
D
G
s
ゴ
ー
ル
に
貢

献
す
る
下
水
道
事
業
に
向
け
て
、
次
の
と
お
り
理
念
を
定
め

ま
す
。

　『
白
馬
の
自
然
を
次
世
代
へ

　
　
　
　
　
　
つ
な
ぐ
み
ん
な
の
下
水
道
』

○
計
画
期
間

本
計
画
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
維
持
に
不
可
欠
な
施
設
の

維
持
・
更
新
に
要
す
る
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
、
計
画

期
間
を
10
年
間
（
令
和
７
年
度
～
令
和
16
年
度
）
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
事
業
の
進
捗
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に
応

じ
て
、「
投
資
・
財
政
計
画
」
と
実
績
が
著
し
く
現
状
と
乖
離

す
る
場
合
に
は
、
随
時
見
直
し
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。

○
投
資
・
財
政
計
画
の
策
定

経
営
計
画
の
中
心
と
な
る
「
投
資
・
財
政
計
画
」
は
、
施

設
・
設
備
に
関
す
る
投
資
の
見
通
し
を
試
算
し
た
計
画
（
投

資
試
算
）
と
、
財
源
の
見
通
し
を
試
算
し
た
計
画
（
財
源
試

算
）
を
構
成
要
素
と
し
、
投
資
以
外
の
経
費
も
含
め
た
上
で
、

収
入
と
支
出
の
均
衡
を
目
指
し
ま
す
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
　
白
馬
の
す
い
ど
う（
第
25
回
）

「
白
馬
村
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
」の
改
定
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

白
馬
の
自
然
を
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
み
ん
な
の
下
水
道

将来の下水道使用料及び有収水量の予測 ○
使
用
料
収
入
の
予
測

今
後
数
年
内
に
計
画
さ
れ
て
い
る
新
規
宿

泊
施
設
の
開
業
に
よ
り
、
使
用
料
収
入
の
増

加
を
見
込
み
ま
す
が
、
そ
の
後
は
人
口
減
少

の
影
響
を
受
け
て
減
少
傾
向
が
継
続
す
る
と

予
測
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料（
千
円
）

年
間
有
収
水
量（
千
㎥
）
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お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

第
33
回　
白
馬
村
の
農
林
業　
（
令
和
の
米
騒
動
）

米の取引価格（玄米60kgあたりの全国全銘柄平均）　　　　　 
年産 価格（円） 外的要因

平成	２年産 21,600 猛暑
	 ５年産 23,607 冷夏、日照不足
	 ９年産 18,675 消費税３％から５％
	 15年産 22,296 冷夏、日照不足
	 20年産 15,146 リーマンショック
	 26年産 11,967 消費税３％から８％

	 30年産 15,688 生産数量目標値から生産数量目
安値へ

令和	元年産 15,716 消費税８％から10％
	 ３年産 12,804 肥料資材価格値上がり
	 ４年産 13,884 　　　〃

	 ５年産 15,315 猛暑一等米比率低下、精米時の
歩留まり低下

	 ６年産
	 （７年２月） 26,485 令和の米騒動、市場流通の不足
平成5年産、15年産の価格は冷夏のため高い水準でした。その後、長い
間、価格は低水準で推移し、農家は苦しい状況でしたが、令和6年産は
「令和の米騒動」のため、令和5年産より10,000円程度、上昇しました。

「
令
和
の
米
騒
動
」以
降
、米
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
令

和
6
年
の
夏
以
降
、米
の
流
通
不
足
に
伴
い
、店
頭
小
売
価
格
は
上
昇
し
て
い

ま
す
。
農
家
の
米
取
引
価
格
も
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、肥
料
・
資
材
の
高
騰
が
農

業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、村
は
令
和
4
～
6
年
度
に
一
定
規

模
の
農
業
者
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

国
は
、米
の
小
売
価
格
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、令
和
7
年
3
月
に
一
定
の
条

件
の
も
と
で
政
府
備
蓄
米
を
市
場
に
放
出
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
発
表
の

全
国
の
ス
ー
パ
ー
の
米
の
平
均
価
格（
3
月
24
日
〜
30
日
ま
で
の
１
週
間
）は
、

4
，２
0
６
円
/
5
kg
、１
年
前
は
2
，0
0
0
円
/
5
kg
程
度
で
し
た
。

備
蓄
米
の
放
出
に
よ
る
小
売
価
格
へ
の
影
響
は
、専
門
家
の
間
で
も
色
々
な

意
見
が
あ
り
ま
す（
こ
の
記
事
は
、3
月
下
旬
に
書
か
れ
て
い
ま
す
）。

一
方
、米
の
取
引
価
格
の
推
移
は
次
の
と
お
り
で
す
。

米
を
め
ぐ
る
状
況

１
．米
の
消
費
量

　
米
の
1
人
あ
た
り
の
年
間
消
費
量
は
、昭
和
37
年
度

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、年
間
1
1
8
kg
で
し
た
が
、令
和

3
年
度
に
は
51
．5
kg
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

２
．米
の
生
産
数
量

　

国
は
、米
の
年
間
消
費
量
が
減
少
す
る
中
、平
成
30

年
産
か
ら“
生
産
数
量
目
標
”を“
生
産
数
量
目
安
”に

見
直
し
、各
地
域
に
生
産
調
整
を
お
願
い
す
る
形
に
し

ま
し
た
。本
村
に
配
分
さ
れ
た
目
安
値
は
、平
成
6
年

産
2
，1
8
0
t
、平
成
7
年
産
2
，2
4
1
t
、前
年

よ
り
61
ｔ（
面
積
11
．2
ha
）上
昇
し
ま
し
た
。

３
．米
の
取
引
価
格
と
肥
料
・
資
材
高
騰

　

米
の
取
引
価
格
は
、需
要
と
供
給
、外
的
要
因
に

よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。現
在
、米
の
取
引
価
格
は
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、農
業
肥
料
や
資
材
高
騰
に
よ
り
、農

家
は
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
収
入
が
得
ら
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

「
令
和
の
米
騒
動
」と
は

　
米
の
流
通
不
足
等
に
よ
る
小
売
価
格
上
昇
、取
引
価

格
上
昇
現
象
で
す
。複
数
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
．産
地
の
不
作

　

猛
暑
に
よ
る
米
ど
こ
ろ
の
不
作
や
一
等
米
比
率
低

下
、精
米
時
の
歩
留
ま
り
低
下
等
に
全
国
的
に
供
給
量

が
減
少
し
た
。

２
．イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果

　

外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、米
の
需
要
が
高

ま
っ
た
。

３
．備
蓄
需
要
の
増
加

　

8
月
の
米
の
在
庫
量
が
減
少
し
て
い
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、令
和
6
年
8
月
の
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
等
に

よ
り
家
庭
の
備
蓄
需
要
が
高
ま
っ
た
。

４
．米
不
足
報
道
に
よ
る
消
費
者
心
理

　
連
日
の
米
不
足
報
道
に
よ
る
、買
い
だ
め
の
消
費
者

心
理
が
高
ま
っ
た
。

　
「
令
和
の
米
騒
動
」は
、日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、改
め
て
食
料
供
給
の

大
切
さ
を
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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小
中
学
生
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

学
習
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集�

白
馬
小
中
学
校
・
白
馬
村
教
育
委
員
会

　
白
馬
村
内
の
小
中
学
校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
等
の
支
援
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
も
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
左
記
の
講
座
で
、
学
習
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜学習支援ボランティア　申込み方法〜
学習支援ボランティア登録申込書（各学校にあります）に記入し、提出ください。
※直接学校へお越しいただいても結構ですし、電話、ＦＡＸ、メールでも結構です。
※申込み期限　令和7年4月30日（水曜日）
（＊年度当初の発足に向けての締め切り日であり、随時受け付けています）
� お問合せ：各学校　教頭
� 申込み先：白馬南小学校　☎�0261-75-2010　�FAX�0261-75-3720
� � � E-mail：hakubas@crocus.ocn.ne.jp
� � 白馬北小学校　☎�0261-72-2029　�FAX�0261-72-6758
� � � E-mail：hakuban@crocus.ocn.ne.jp
� � 白馬中学校　　☎�0261-72-2026　FAX�0261-72-4863　�
� � � E-mail：hakubac@hakubajh.ed.jp
※�応募いただいた方は、各学校のボランティアリストに登録し、学校よりご協力をお願いしたい場合に、都度学校からご連絡します。

白
馬
南
小
学
校

ク
ラ
ブ
活
動
講
師

　
□�

昨
年
度
は
、「
ア
ウ
ト
ド

ア�

ク
ラ
ブ
」「
ダ
ン
ス�

ク

ラ
ブ
」「
手
芸�

ク
ラ
ブ
」「
囲

碁
将
棋�

ク
ラ
ブ
」
の
指

導
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
希
望
で
、
年

度
ご
と
色
々
な
ク
ラ
ブ
を

開
設
し
ま
す
の
で
講
師
や

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
支
援
、

遠
足
引
率
補
助

　
□�

高
学
年
（
４
～
６
年
生
）

の
学
習
で
、「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
を
使
っ
て
村

内
や
近
隣
市
町
村
に
出
掛

け
て
、
地
域
の
自
然
、
歴

史
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

そ
の
際
の
講
師
や
引
率
の

補
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
キ
ー
学
習
補
助
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
補
助

　
□�

１
月
～
２
月
の
、
ス
キ
ー

行
事
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
大
会
時
の
、
コ
ー

ス
誘
導
や
、
11
月
頃
の

「
持
久
走
大
会
」
等
で
の
、

コ
ー
ス
の
見
守
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

白
馬
中
学
校

放
課
後
学
習
講
師
（
数
学
）

　
□�

授
業
で
理
解
が
不
十
分
な
点
な
ど
の
補
充
学
習
を
実
施
し
ま
す
。

プ
リ
ン
ト
は
学
校
で
準
備
し
ま
す
。
生
徒
の
質
問
に
答
え
、
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
■�

月
１
回
（
基
本
：
水
曜
日
の
放
課
後�

15
時
30
分
～
16
時
45
分
）

　
　�

現
在
７
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

添
削
（
新
聞
を
活
用
し
た
学
び
）

　
□�

生
徒
は
新
聞
の
記
事
を
専
用
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
た
り
感
想
等
を
書
い

た
り
し
て
提
出
し
ま
す
。
添
削
や
、
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
■
月
１
回
（
基
本
：
水
曜
日
の�

9
時
～
12
時
）

　
　�

ご
都
合
の
つ
く
時
間
帯
で
結
構
で
す
。
現
在
６
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

放
課
後
学
習
講
師
（
英
会
話
）

～
一
緒
に
学
び
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
！
～

　
□�

白
馬
中
A
L
T
が
中
心
に
な
り
、
机
も
イ
ス
も
筆
記
用
具
も
な
い
環
境

で
、
学
年
の
枠
を
越
え
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
英
会
話
を
学
び
ま
す
。

生
徒
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
■
年
間
６
回
程
度
（
基
本
：
隔
月
最
終
水
曜
日
の
放
課
後�

15
時
～
16
時
）

読
み
聞
か
せ
講
師
（
読
書
）

　
□�

令
和
６
年
度
は
、
各
教
室
で
、
生
徒
約
30
名
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
の
ス
タ
イ
ル
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

お
任
せ
し
ま
す
。

　
■
通
年

あ
い
T
I
M
E
（
人
生
を
豊
か
に
す
る
時
間
）

　
□�

令
和
６
年
度
は
、
ダ
ン
ス
、
ヨ
ガ
、
リ
ズ
ム
運
動
、
金
融
、
防
災
な
ど

の
学
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　�

そ
の
他
、
生
徒
が
人
生
を
豊
か
に
、
楽
し
む
た
め
の
講
座
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
□�

普
段
の
清
掃
や
給
食
の
時
間
に
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ふ
れ
あ
っ

た
り
一
緒
に
活
動
し
た
り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
■�

週
1
回
程
度
ま
た
は
期
間
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

白
馬
北
小
学
校

趣
味

　
□��

家
庭
科
の
裁
縫
や
手
芸
、
木
工
、

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
物
づ

く
り
、
将
棋
・
囲
碁
な
ど
の
楽
し

み
等
、
児
童
と
一
緒
に
物
づ
く
り

を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
素
晴

ら
し
さ
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　
　�

吹
奏
楽
の
楽
器
演
奏
支
援
も
お
願

い
し
ま
す
。

生
活
支
援

　
□�

通
訳
や
あ
い
さ
つ
当
番
、
ク
マ
出

没
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
下
校
付
き

添
い
、
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
整
備

　
□�

草
刈
り
や
雪
下
ろ
し
・
除
雪
、
落

ち
葉
は
き
、
木
の
剪
定
、
花
の
世

話
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
学
校
整
備
の
お
手
伝
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

郷
土
料
理
講
師

　
□�

み
そ
づ
く
り
や
豆
腐
づ
く
り
な
ど
、

白
馬
な
ら
で
は
の
味
を
教
え
て
く

だ
さ
い
！

行
事
補
助

　
□�

冬
期
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
作
業
や

音
楽
会
で
の
合
唱
の
伴
奏
な
ど
、

学
校
で
は
補
い
き
れ
な
い
部
分
に

つ
い
て
補
助
を
お
願
い
し
ま
す
。
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   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話 :0261-85-0713

   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

令
和
7
年
度
　
高
齢
者
肺
炎
球
菌・

高
齢
者
帯
状
疱
疹
　
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
ふ
れ
A
I
号
」

回
数
券
販
売
開
始

4
月
か
ら
左
記
の
予
防
接
種
が
実
施
さ
れ
ま
す
。対
象
者
の
方
に
順
次
予
診
票
と
説
明
書
を
送
付
し
て
い
き
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、こ
の
機
会
に
接
種
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
走
る
ル
ー
ト
や
時
刻
が
決
ま
っ
て
い
な

い
予
約
型
の
バ
ス「
白
馬
ふ
れ
Ａ
Ｉ
号
」の

回
数
券
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
回
数
券
の
内
容
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

回
数
券
の
内
容

　
10
回
券
で
販
売
価
格
は
２
，７
０
０
円

回
数
券
が
購
入
で
き
る
方

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

【
お
願
い
】

購
入
す
る
際
に
身
分
を
証
明
す
る
も
の（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
経
歴
証
明
書

な
ど
）ま
た
は
、障
害
者
手
帳
を
ご
提
示
く

だ
さ
い
。

販
売
所

　�

白
馬
村
役
場
健
康

福
祉
課

　
※�

タ
ク
シ
ー
車
内

で
の
販
売
は
あ

り
ま
せ
ん

種類 高齢者肺炎球菌 高齢者帯状疱疹

対象者
①65歳の人
②�60～64歳で、身障手帳1級相当(心臓・腎
臓・呼吸器障がい・ヒト免疫不全ウイルス
による免疫不全)

①年度内に65歳になる人
②60～64歳で、身障手帳1級相当
　（ヒト免疫不全ウイルスによる免疫不全）
③�年度内に70、75、80、85、90、95、100歳
になる人（令和7年度から5年間の経過措
置）
④100歳以上の人（令和7年度限り）

助成
期間 65歳の誕生日から66歳の誕生日の前日まで

令和7年4月1日～令和8年3月31日
※不活化ワクチンの年度をまたいだ補助は
認められません

接種
回数 1回

不活化ワクチン　又は　生ワクチン

2回
(2か月以上の間隔を空ける) 1回

費用
2,000円 1回6,600円×2回 2,600円×1回

※生活保護受給者は無料
予診票 65歳の誕生日を迎えた翌月に送付 4月中に対象者宛に送付

予約

村内の医療機関で接種できます。希望される方は各自で医療機関に予約をしてください。
※帯状疱疹の生ワクチンは子どもの定期接種と同じ種類のワクチンを使用するため、流通・
供給状況により取り扱いの無い医療機関・時期があります。送付された説明書に記載の「取
り扱い医療機関リスト」をご確認のうえ、医療機関にご予約ください。その際、事前に下記の
2次元コードを読み取るか、予診票に同封した説明書において、それぞれの帯状疱疹ワクチ
ンのメリット・デメリットをご確認ください。

その他

より詳しい情報は下記を読み取ってご確認ください。

厚生労働省
高齢者の肺炎球菌ワクチン

厚生労働省
帯状疱疹ワクチン

※�過去に高齢者肺炎球菌・高齢者帯状疱疹ワクチンを接種されたことのある人、令和7年度接種年齢以外の人
は対象となりませんので、補助が受けられません。全額自己負担であれば接種可能です。
※�帯状疱疹の不活化ワクチンを接種した場合は、2回目も同じ医療機関での予約・接種をお願いします。
　お薬手帳などに予診票などを貼ったりメモする等工夫して、重複接種にご注意ください。
※�他のワクチンとの同時接種の可否については、各自医療機関にてご確認ください。
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令
和
７
年
度
大
北
地
区
障
が
い
者

運
動
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

第
46
回
塩
の
道
祭
り
を

開
催
し
ま
す

　
大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実
行
委
員
会
で
は
、障
が
い

の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
相
互
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
を
通
じ
て
体
力
の
維
持
増
強

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、令
和
７
年
度
障
が
い
者
運
動
会
を

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
　
主
　
　
催

　
大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実
行
委
員
会（
構
成
団
体：

福
祉
関
係
団
体
及
び
行
政
機
関
）

２
　
日
　  

時

　
６
月
28
日（
土
曜
日
）　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
55
分

３
　
場
　  

所

　
大
町
市
総
合
体
育
館（
大
町
市
常
盤
5
6
3
8
‐
４
４
）

４
　
対
象

　
大
北
地
区
に
居
住
す
る
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
、

そ
の
他
一
般
住
民
の
方

５
　
競
技
内
容
等（
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、玉
入
れ
、大
玉
送
り
、パ
ン
食
い

競
争
ほ
か

※�
競
技
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
楽
し
め
る
内
容
と
な
る
予
定
で
す
。

６
　
参
加
申
込

　
参
加
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。申
込
前
に
通
知
等

書
類
の
発
送
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、参
加
希
望
の
方
は
、５

月
26
日（
月
曜
日
）ま
で
に
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
持
ち
物
等
の
詳
細
は
申
込
者
へ
別
途
文
書
に
て
送
付
し

ま
す
。

７
　
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　�

長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
福
祉
係

　
　
T
E
L：0
2
6
1
‐
２
３
‐
6
5
0
8

　
　
F
A
X：0
2
6
1
‐
２
３
‐
6
5
0
9

　
毎
年
、北
ア
ル
プ
ス
に
雪
形
の
姿
が
あ
ら
わ

れ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
す
る
恒

例
イ
ベ
ン
ト『
塩
の
道
祭
り
』。

　
今
年
も
、道
中
で
は
太
鼓
の
演
奏
や
振
る
舞

い
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
飲
食
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
声
を
か
け
あ
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
5
月
4
日（
日
曜
日
）受
付
7
時
30
分
～

◆
集
合
場
所

　
白
馬
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場

◆
コ
ー
ス
　
歴
史
の
道
コ
ー
ス（
南
回
り
約
10

㎞
）白
馬
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
　
～
　

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
森

◆
ア
ク
セ
ス
　
受
付
地
点
ま
で
は
グ
リ
ー
ン

ス
ポ
ー
ツ
の
森
駐
車
場
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
が
出
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
…

塩
の
道
太
鼓
、オ
カ
リ
ー
ナ
風
の
音（
オ
カ
リ

ナ
演
奏
）、八
方
太
鼓
、エ
キ
ス
ト
ラ
隊
、か
ら

こ
ま
き
な
ど

   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

   お問合せ：白馬村観光局事務局　電話：0261-72-7100　白馬村観光局インフォメーション　電話：0261-85-4210

健
康
づ
く
り
だ
よ
り

心
の
相
談
会

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

令和7年度　心の相談会
日　　時　�毎月第4火曜日　（9月第４火曜日は祝日のため、第5火曜日に実施）
　　　　　�（広報最終ページの保健ガイドや白馬村行政公式ホームペー

ジにて日程をご確認ください）
場　　所　白馬村保健福祉ふれあいセンター　2階�福祉相談室
相談方法　面談　または　電話　　※要予約
相談時間　面談は30分～1時間、電話は30分
相 談 料　無料
相 談 員　臨床心理士
予約方法
　①電話　　健康福祉課�0261-85-0713
　　　　　　　または　役場代表　0261-72-5000
　②FAX　　0261-72-7001
　③メール�　kokoronosoudan898@gmail.com

白馬村行政
公式ホームページ

心の健康

　
4
月
に
な
り
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

嬉
し
い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
も
多
い
時
期
で
す
が
、

慣
れ
な
い
こ
と
で
心
が
不
安
定
に
な
り
が
ち
な
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。心
が
不
安
定
な
時
は
、自
分
一
人

で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
か
ら
抜
け
出
す
の
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。一
人
で
悩
み
こ
ま
ず

誰
か
に
話
し
て
、視
野
を
広
め
て
別
の
道（
捉
え
方
）

を
探
す
の
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。自
分
ら
し

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

詳細は・・・・
「白馬村観光局HP」
参照
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古
紙
回
収
の

お
知
ら
せ

戸
籍
の
記
載
事
項
に
氏
名
の

振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ
ま
す

な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
が

L
I
N
E
ア
プ
リ
で
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

し
ろ
う
ま
女
性
会
で
は
、
次
の

日
程
で
古
紙
回
収
を
行
い
ま
す
。

日
時
：
5
月
9
日
（
金
曜
日
）

　
　
　
午
前
8
時
〜
午
前
9
時

場
所
：
ウ
イ
ン
グ
21
駐
車
場

〇
回
収
す
る
も
の

　�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
糊
付
け
、

ホ
チ
キ
ス
は
取
外
し
不
要
で

す
）・
カ
レ
ン
ダ
ー
（
金
具
は

外
し
て
く
だ
さ
い
）・
は
が
き
・

名
刺
・
白
地
印
刷
物
・
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
く
ず
・
ノ
ー
カ
ー

ボ
ン
紙
・
感
熱
紙

〇
出
し
方

　
・�

回
収
業
者
指
定
の
箱
も
し

く
は
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
、

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
止
め

る

　
・�

紙
ひ
も
で
縛
る
か
紙
袋
に

入
れ
る

　
　
※�

バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
・�

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
は
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る

※�

今
回
の
回
収
は
毎
週
火
曜
日

に
行
わ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
物

の
収
集
と
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
各
地
区
の
ご
み
収
積
場

に
置
か
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

令
和
7
年
5
月
26
日
に
改
正
戸
籍
法
が
施

行
さ
れ
、
戸
籍
の
記
載
事
項
に
氏
名
の
振
り

仮
名
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

住
民
票
の
情
報
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た

「
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
振
り
仮
名
の
通
知
書
」

を
、
令
和
7
年
5
月
26
日
以
降
順
次
、
原
則

と
し
て
戸
籍
の
筆
頭
者
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
必
ず
内
容
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
誤
り
が
あ
る
場
合
は
振
り
仮

名
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
振
り
仮
名
に

誤
り
が
な
い
場
合
や
誤
り
が
あ
っ
て
も
届
出

期
間
内
に
届
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
令
和

8
年
5
月
26
日
以
降
に
本
籍
地
の
市
区
町
村

長
に
よ
る
職
権
で
振
り
仮
名
が
登
録
さ
れ
ま

す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課　電話：0261-85-8101

通知時期:令和7年5月26日以降順次発送
通知元　:本籍地市区町村
届出期間:令和7年5月26日から令和8年5月25日まで
届出方法:1.市区町村窓口での届出
��　　　　2.郵送での届出�
��　　　　3.マイナポータルからの届出

戸籍の振り仮名制度
法務省HP

長
野
県
公
式
L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト
を

「
友
だ
ち
」
追
加
し
、
利
用
登
録
す
る
と
、

L
I
N
E
ア
プ
リ
で
な
が
の
子
育
て
家
庭
優

待
パ
ス
ポ
ー
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

協
賛
店
舗
に
提
示
す
る
こ
と
で
紙
の
カ
ー

ド
と
同
じ
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
利
用
登
録
の
手
順
や
カ
ー
ド

の
表
示
方
法
に
つ
い
て
は
左
記
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

長野県公式LINEアカウント
＼このアイコンが目印／

友達追加はコチラ▲
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お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

未
来
の
地
球
環
境
や
白
馬
村
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
守
り
、
次
世
代
へ
と
つ

な
げ
る
た
め
に
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を

始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

燃
え
る
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
も
う

白
馬
村
の
令
和
６
年
中
の
燃
え
る
ご

み
の
発
生
量
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令
和

元
年
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
増
え

続
け
る
と
、「
焼
却
施
設
の
寿
命
が
早
ま

る
。」「
処
理
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
増
え

る
。」「
埋
立
地
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。」

等
の
多
く
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
発
生
し
ま

す
。
も
う
一
度
、
年
度
当
初
に
気
持
ち

を
一
新
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

リ
ユ
ー
ス
品
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

リ
ユ
ー
ス
品
の
受
入
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

令
和
7
年
4
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
白
馬
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
リ
ユ
ー
ス
品
を
集
め
て
展
示
し
、
希

望
者
が
「
無
料
で
」
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

み
と
し
て
捨
て
る
前
に
、「
ま
だ
ま
だ
快
適
に
使
え
る
。」

「
こ
ん
な
も
の
が
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。」
不
用
品
が
ご

家
庭
に
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
　
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

電
話
番
号
　
0
2
6
1
‐
７
２
‐
3
3
1
2

開
設
時
間
　
平
日
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

受
入
品
目
　
陶
器
の
食
器

　
　
　
　
　
絵
本

　
　
　
　
　
傘

　
　
　
　
　
金
属
製
以
外
の
幼
児
の
お
も
ち
ゃ

　
　
　
　
　
未
使
用
又
は
使
用
感
の
少
な
い
衣
類

　
　
　
　
　（
下
着
類
は
未
使
用
品
に
限
る
）

単位：t

シ
リ
ー
ズ 

ミ
ラ
イ
へ
の
分
別 （
vol. 

23
）
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 一学年の総合探究のまとめとして「総合探究発表会」が行われま

した。生徒一人ひとりが自身の日常について深めたいテーマを選び、

様々な考察や研究を行いまとめとして発表するというものです。探

究発表のテーマとして、「朝と夜はどちらが効率よく勉強できるか」 

「どこまで AI が便利になるのか」「なぜ北海道の雪は良い雪と言わ

れているのか」など生徒のテーマは多岐にわたりました。また、言葉

の選び方やアイコンタクトなど、内容以外の振る舞いも評価されて

いました。発表後、聞いていた生徒からたくさんの質問が投げかけ

られていました。発表者の気付いていなかった視点を鋭く指摘した

り、さらなる探究を深めるきっかけになる問いかけなど、活発なキ

ャッチボールが行われていました。探究はテーマを決めて「授業」と

して行いましたが、日々生活をしていて感じる疑問や問題に直面し

た時にも、考察や問題意識を持つことができれば、それが自身の成

長につながっていくと思います。 

 「社会人に学ぶ講座」が実施されました。白馬近隣の異なる分野の

株式会社や役場、農場の方を講師としてお招きし、これまでのご経験

や仕事に求められる適性、努力しておくとよいことなどをお話いただ

きました。今回の講座をきっかけに、生徒が職業について考えるよい

機会となればと企画されました。お話いただいた、「株式会社 五竜」

の担当者の方は、海外留学経験や前職のご経験も現職に活かせている。

何より英語を話せることが現職における最大のアドバンテージになっ

ていると話してくださいました。スキーやスノーボードを楽しみに来

た外国の方に案内ができるだけでなく、五竜の外国人の同僚とも英語

で会議をしているエピソードもとても印象的でした。本校の生徒にも

いろいろな経験を積んでもらい、成功したことから自分の得意を知り、

失敗からは自分の成長に繋げられる高校生活にしてもらいたいもので

す。

 白 馬 

高 校 

HAKUBA H.S. 
Report Channel 
白馬高校レポートチャンネル 

令和７年３月13日（第191号） 

発行：白馬高校 教務係 

TEL 0261(72)2034（代表） 

ホームページも

ご覧ください⇒ 

１学年総合探究発表会 

３月５日社会人講話 
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３月３日、３年生を送る会が行われました。花のアーチを通

って３年生が体育館に入場してきました。３年生から引き継い

だ新執行部の生徒が企画したこの会では本当に盛りだくさんの

催しが企画されていました。軽音楽部の演奏と歌、教員の幼少

期の写真からどの先生なのかを当てる企画、将来の夢や特徴か

らどの生徒なのかを当てる企画。担任や副担任、在校生各部活

や管理職の先生方からのメッセージビデオなど心温まるもので

した。この翌日の 3 月４日に卒業証書授与式を控えた３年生。

楽しんでいても、どこか寂しいような名残惜しいような雰囲気

が伝わってきました。 

３年生を送る会 

v

卒業証書授与式

３月４日、第 74 回卒業証書授与式が挙行されました。白馬・小谷村両村長をはじめ PTA 会長、多くのご来賓の

方々にご臨席を賜り、厳粛な卒業式を迎えることができました。体育館の外は薄着では震えるほど寒かったですが、

待機している生徒たちの表情は穏やかでした。体育館の扉が開き、担任の先生に続き生徒たちがゆっくりと入場して

いきました。会場となった体育館の手前には長野県教育委員会や、生徒たちがお世話になった中学の恩師からの祝電

が掲示してあり、卒業生や保護者の方が「懐かしい」という声とともに読んでいる姿が見られました。記念品の贈呈・

皆勤賞授与の後、在校生送辞では新生徒会長の２年 B 組浦野心結さんがお世話になった先輩方に対して感謝の気持ち

を述べ、その最中に感極まって涙を流す場面がありました。この場面以外でも卒業生・在校生問わず堪えきれずに下

を向いて涙する生徒がいました。 

式の後、卒業生と保護者は各 HR 教室に戻り担任との別れや進学・就職に対する激励の言葉を掛け合っていました。

進む道は人によって違いますが、３年間同じ学び舎で共に学び共に経験したことは、生徒にとって一生の財産になる

ことは間違いありません。白馬高校を卒業して成長した姿を母校に見せに来てほしいのと同時に、なにか問題を抱え

行き詰まった時にも恩師に顔を見せに来てください。 

ご卒業、おめでとうございます！！ 
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図書館だより
No.280

令和7年4月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

書　　名 著者名

モリスくんとオレンジいろのドレス クリスティーン・バルダチーノ/作
ビフォーアフター大変身！品種改良図鑑 小宮　輝之/監修
めざせ、刀剣マスター！ 石崎　洋司/作
絵で見て楽しい！はじめての浮世絵 藤澤　紫

【児童書・絵本】

書　　名 著者名
猫の刻参り　三島屋変調百物語拾之続（三島屋変調百物語　10） 宮部　みゆき 
天地震撼 伊東　潤
問題。　以下の文章を読んで、家族の幸せの形を答えなさい 早見　和真
あとはおいしいご飯があれば 柊　サナカ
17歳のときに知りたかった受験のこと、人生のこと。 びーやま
日本人「総奴隷化」計画1985-2029 森永　卓郎 
るるぶクルーズのすべて 完全保存版 話題の船が続々デビュー！
パンどろぼう　いとしのステッチ＆てづくりこもの 柴田　ケイコ/原作 

【一般・郷土】
〇新着案内

さまざまな事情で義務教育を終えら
れなかった大人たちと共に過ごすな
かで、叶えたい夢に出会ったさやか。
「あきない世傳金と銀」の著者が、
夜間中学を舞台に、一歩踏み出そう
とする、20歳の女性の成長を描く
作品。

『星の教室』
髙田　郁/著　（角川春樹事務所）

和室には「たたみ」が敷かれ、「障
子」や「ふすま」で仕切られていま
す。ご飯を食べる「茶の間」、布団
を敷いていた「座敷」も大勢が集ま
るお正月には、障子やふすまを取り
外し大きな部屋に早変わり。和室に
は、日本特有の伝統的な文化や建築
技術がたくさんあります。

『じんせいはしがみついてなんぼです』
木坂 涼/詩　長谷川 義史/絵 　（フレーベル館）

『いっこ　にこ　ねこ』
しまだ　はるお/作・絵　（ひかりのくに）

『へんしんする家のひみつ』
上西　明/監修・文　三浦　慎/絵　（ほるぷ出版）

将来病気になる人には「今」の過ごし方
に原因があるのではないか？1963年から
日本人の健康を「医療×統計」の視点か
ら定点観察し、見つけた日本人に最適な
健康法則。死ぬまでずっと健康でい続け
た人が、無意識のうちに実践していた健
康習慣を学べます。

内容紹介

『10000人を60年間　追跡調査して
わかった健康な人の小さな習慣』

大平 哲也 /著（ダイヤモンド社）

今
月
の

　お
す
す
め
本

あの動物って、こんなことを考えて
いるのかも…?はっとさせられたり、
じーんとしたり、いろいろな想像が
楽しい、短く優しい言葉で動物の特
徴を的確にとらえた詩集。ユニーク
なイラストでくすっと笑える37種
の動物が登場します。

「いっこ、にこ、ねこ」のリズムを
繰り返して、数をかぞえてみよう。
ねこと一緒に楽しく学んで、かわい
いイラストで１から10までのかぞ
え方も、覚えてみよう。初めて数に
出会う子どもたちにおすすめの絵本。

雑誌名 特　集

現代農業　2025年4月号 今さら聞けない 有機農業の話
LEE（リー）　2025年4月号 「白」こそ私たちの最強カラー!!

【雑誌】

『逃亡者は北へ向かう』
柚月　裕子/著　（新潮社刊）
震災直後の混乱の中、不運にも殺人
を犯してしまった真柴亮は、凶悪犯
として警察に追われることになる。
ある目的のために逃走を続ける真柴
を、震災で家族を失った刑事の陣内
が追う。逃走と追跡、両方の視点か
ら描かれるその結末とは！？

〇雑誌の取り扱いを一部変更しました
新たに所蔵する雑誌
・現代農業
栽培のコツ、賢い貯蔵方法、地域の自然の力を活かした栽
培方法を農家から学ぶ

・LEE（リー）
丁寧な暮らしもしたい女性たちに向けたファッションと
ライフスタイル誌
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■ 子育て支援ルーム
※�支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※�月曜日～金曜日　AM９：３０～１２：００　PM１３：００～１６：００開室しています。
　（土曜日・日曜日・祝日は、休室です）
※�入室したらまず、手洗いをお願いします。
☆�行事日程や、急な休館等の情報は白馬村行政公式ホームページ、白馬村公式 LINE、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ�by
母子モ�にも掲載します。
　白馬村公式 LINE、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ�by 母子モの事前登録をお勧めします。　
　お問合せ：白馬村子育て支援課子育て支援ルーム（0261-72-3025）

■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん

4月16日 水曜日 1歳半健診 令和5年8月～9月20日生

4月18日 金曜日 理学療法(PT)相談 予約制

4月24日 木曜日 2か月育児相談 令和7年2月生＊子育て支援ルームで行います

5月12日 月曜日 育児相談 予約制

5月21日 水曜日 1歳半健診 令和5年9月21日～10月生

5月22日 木曜日 理学療法(PT)相談 予約制

5月27日 火曜日 前期乳児健診 令和7年1月生

5月27日 火曜日 後期乳児健診 令和6年6月16日～7月生

5月28日 水曜日 ぴよぴよ教室 令和7年1月～2月生＊子育て支援ルームで行います

5月28日 水曜日 よちよち相談 令和6年1月～3月生

5月29日 木曜日 2か月育児相談 令和7年3月生＊子育て支援ルームで行います

保健ガイド　4月～ 5月
15日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん

4月25日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

5月  9日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

5月23日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　白馬村こども家庭センター（白馬村教育委員会　子育て支援課内）　電話：0261-85-8101

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

4月22日（火曜日）
10：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター

２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713
5月27日（火曜日）

※電話でご予約ください（匿名可）。相談時間は1人30分程度です。

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

5月13日（火曜日） 13：00～15：00 白馬保健福祉ふれあいセンター
2階　ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

6月  2日（月曜日） 13：00～16：00 白馬保健福祉ふれあいセンター
2階　ボランティアルーム 人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会

0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※6月1日は人権擁護委員協議会「委員の日」です。
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人口：8,908 人　男：4,493 人　女：4,415 人　世帯：4,728 世帯
（令和 7年 4月 1日現在）

4
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編集後記
今年の冬は、ここ数年にない大雪に見舞われましたが、春の訪れにより、あれだけあった雪がなくなってしまうこと

に改めて自然の力の大きさを感じるところです。４月になり、令和７年度が始まりました。３月議会で可決されました令
和７年度予算について、記事の冒頭でご説明させていただいておりますので、ご一読いただければ幸いです。令和７
年になり、庁内でも異動がありましたので、また新しい気持ちで行政運営につとめてまいります。
� （広報編集担当：横川）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1982人
（令和7年 3月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

春季全国火災予防運動啓発パレード
3月7日（金曜日）、令和7年春季全国火災予防運動

の一環として、太地こども園で組織する太地町幼年
消防クラブと当町消防団第6分団の皆さんによる防
火啓発パレードが行われました。
はじめに太地町漁業協同組合事務所横から太地

漁港ふれあい広場までの間で、啓発パレードを行っ
た後、園児たちによるダンスと合奏が披露され、最
後には観客のみなさんに火の用心を呼びかけました。

出張朝市で復興支援
河津桜観光交流館では２月15日、16日、22日、

23日、24日、28日、3月1日、2日の８日間に渡り、
出張輪島朝市が開催されました。地震や豪雨で被
災した能登半島の復興支援を目的に、観光交流館
前にブースが特設され、輪島塗や海産物などが並
び、多くの買い物客でにぎわいました。能登半島
地震前と直後の写真を見比べながら被害を伝える
など、買い物客と交流する事業者もいました。ま
た、能登半島地震被災者支援のための募金箱を置
き、花見客へ協力を呼びかけました。

朝市で交流を深める観光客

広告募集中�広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています�＊お問合せ�白馬村役場総務課
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